
 

                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和 ７ 年 12 月 15 日 

事業実施地区 物の大切さを選手・保護者・クラブが共有する事業 

事業名 柳原地区を中心とした長野市東北部 

団体名及び 

代表者名 

（団体名） 東北デルソーレフットボールクラブ 

（代表者名） 

（連絡先）  

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

我がチームは柳原地区の児童（選手）を中心に、市東北部の 38 名で構

成されたサッカーチームであり、青少年の健全育成を目的としてサッカー

を通して、挨拶・感謝・物の大切さと大人達との関わり等を養う事を柱と

して活動している。ユニフォームはチームで保有し先輩から後輩へ引き継

いで使用しているが、購入から 10 年ほど経過し経年劣化が著しいため、

この支援金事業を活用し更新したもの 

【事業完了日】 

令和７年 11 月 30 日 

【総事業費】 

79,720 円 

【補助金額】 

72,000 円 

※活動状況や備品の表示がわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

補助金を利用し長年の課題だったユニフォームを買い替えることができました。当初の予定

と比べ購入品目を一部変更しましたが、経年劣化が著しい品目を中心に更新しました。選手た

ちは皆、新しいユニフォームで試合をして大変喜んでおります。これを機に柳原地区の子ども

達をはじめとした児童（選手）に、サッカーの楽しさを伝えまたサッカーを通じて学んだこと

が青少年の健全育成により一層つながっていくよう、子ども達の保護者と当クラブのスタッフ

が協力していきたいと思います。 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容 ○    

事業の効果 ○    

特記事項 

（評価理由等） 

児童（選手）だけでなく、その保護者（家族）の喜ぶ姿を見ることができ

た事が、大きな収穫であり達成感が得られました。 

 

 

■今後の取組予定 

今回購入したユニフォームは、チームの先輩から後輩へ引き継いで使用して参ります。なお

ユニフォームはホーム用・アウェイ用をそれぞれ用意する必要があるため、今回更新できなか

ったものは、次年度以降引き続き更新していきたいと考えております。 

 



東北デルソーレフットボールクラブ 
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事業実施状況の写真−１（ユニフォーム 児童用×６着） 

 
 

 
事業実施状況の写真−２（パンツ 児童用 ⻘×６着） 



東北デルソーレフットボールクラブ 
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事業実施状況の写真−３（パンツ 児童用 白×６着） 

 
 

 
事業実施状況の写真−４（ユニフォームＳ×２着 パンツＳ×４着） 



東北デルソーレフットボールクラブ 
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事業実施状況の写真−５（キーパーユニフォーム児童用×２着 同Ｓ×１着 

                キーパーパンツ児童用×２着 同Ｓ×１着） 
 
 

 
事業実施状況の写真−６（キーパーユニフォーム児童用×２着 同Ｓ×１着 

                キーパーパンツ児童用×２着 同Ｓ×１着） 
 



東北デルソーレフットボールクラブ 
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事業実施状況の写真−７（試合⾵景−１） 

 
 

 
事業実施状況の写真−８（試合⾵景−２） 

 
 



事業名

団体名

5

(基準様式第３号)

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

3 4 5

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 教育文化活動

2 41 3

　東北デルソーレフットボールクラブ

　物の大切さを選手・保護者・クラブが共有する事業

必要性

将来性

1 2

3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通

　があるかと思いますが、今後の皆さんの活動に期待します。

見込めない あまり見込めない

　　子どもたちをサポートする保護者をはじめ、指導者などチーム関係者の皆さんに

　支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

　更新することができ、児童（選手）たちも大変喜んで試合や練習に臨んでいるとの

　おいては、将来を担う子供たちの育成のため様々な努力をされ、また大変なご苦労

　を通じ得ることになった貴重な経験が、地域を愛し、将来は地域に貢献する大人に

　成長していくことにつながると思う。

支所発地域力向上支援金　事業評価（柳原支所） 令和 ７ 年 12 月 15 日

効果があった

　ことである。児童たちは、学年の異なる児童との（上下間の）交流、他の地域の児童

　との交流、また保護者や地域の指導者からの指導や愛情など、サッカーという競技

普通 見込める 大いに見込める

　　長年の課題だったチームで保有するサッカーのユニフォームを、今回の支援金で

必要性があった

効　果

4 5

特に効果があった

1 2


